




介護施設『陽だまり』の出来事を見てみましょう 利用者松本好子さんは95歳ですが、まだ元気でおしゃべりが大好きです。 今日は家族（娘さん）が会いに来ています。 そこへ介護スタッフのリーさんが３時のおやつをもって部屋に入りました。 と言って松本さんに近づき思いっきりハグをしました。 

こんにちは！今日
は天気が良くて気
持ちいいですね。 

「あらあら」と思わず笑顔になりと嬉しそうでした。 

おやつです。 
どうぞ 

と言ってお菓子とお茶をおいて、リーさんが退出した後 



あぁやって必ずハ
グしてくるのよ。
可愛いでしょ。 

仕事が終わって帰
るときも『今から
帰ります』と言い

に来るのよ 

と話しました。 

そうなの… 

ちょっと馴れ馴れしいんじゃないかしらと思いましたが、 お母さんがいいならいいけれどと思いました。 



松本さんの娘さんが帰ろうと廊下にでたところ、 先ほどのリーさんが利用者寺岡和幸さんに抱きついているのを見かけました。 寺岡さんは、なんとなく迷惑そうな顔をしているような印象も受けました。 そして、特別、悪いとは思ないけれど、私はハグされたら恥ずかしくて嫌だわと思いました。 

翌日 

リーさんが廊下を歩いています。 向こうから松本さんが杖を突き、廊下に備え付けのバーにつかまりながら歩いてきます。 「あっ、松本さぁ～ん」とリーさんが駆け寄ってハグしました。 松本さんはよろけそうになり、驚いています。 それを見ていたリーさんの先輩が駆け寄って 

松本さん、大丈
夫ですか？ 

リーさん、急に
抱きついたら危
ないでしょ！ 

と注意しました。 いつも松本さんは喜んでくれるのに…とリーさんは注意されたことが不満そうでした。 さて、リーさんの行動を皆さんはどのように思いますか。 















介護施設『陽だまり』の出来事です。 リーさんが廊下を歩いています。 向こうから松本さんが杖を突き、廊下に備え付けのバーにつかまりながら歩いてきます。 リーさんは笑顔で近づいてきて 

こんにちは！
松本さん 

食堂にいらっしゃ
るのですね。 

ご一緒しましょう 

と笑顔で松本さんの顔を見ながら声を掛け、 杖をもっていない左側に回り、腕をそっと組みました。 優しいリーさんの笑顔を見て、松本さんは安心したようで、とても嬉しそうでした。 


